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3.2sat2024 sun5.26 ［休館日］ 毎週月曜日（4月29日・5月6日（月・祝）は開館し翌日振替休館）
［開館時間］ 9時30分～17時（入館は16時30分まで）

入場料：一般900円（720円）、 高大生680円（540円）、 中学生以下無料　※（ ）内は20人以上の団体料金
主催：滋賀県立陶芸の森 ／ 特別協力：リサ・ラーソン・デザインＡＢ、リアン・デザイン・ミュージアム ／ 後援：スウェーデン大使館、滋賀県教育委員会、甲賀市、京都新聞
協力：フィンエアー、フィンエアーカーゴ、京セラ株式会社 ／ 企画：アートインプレッション、松屋 ／ 企画協力：トンカチ
〒529-1804 滋賀県甲賀市信楽町勅旨2188-7　TEL：0748-83-0909　FAX：0748-83-1193　Web：https://www.sccp.jp/

①リサ・ラーソン「ブルドッグ／ケンネルシリーズ」（部分）製造1972-1987年 リサ・ラーソン蔵　②リサ・ラーソン「ネコのトラップ／トリップ・トラップ・トュルルシリーズ」製造1972-1974年（デザイン1968年）リサ・ラーソン蔵　③リサ・ラーソン「小さなネコ」製造1965年 個人蔵
④リサ・ラーソン「クマ／スカンセン北欧動物園シリーズ」（部分）製造1977年以降 リサ・ラーソン蔵　⑤リサ・ラーソン「ライオン（マキシ）／アフリカシリーズ」本モデルは1968年から製造。本作品は1968-1980年頃に製造 リサ・ラーソン蔵　⑥リサ・ラーソン「壺（ユニークピース）」1992年 リサ・ラーソン蔵
⑦リサ・ラーソン「ネコのマイ」製造2017年以降 リサ・ラーソン蔵　※いずれも ©Lisa Larson/Alvaro Campo
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①リサ・ラーソン「花器（ユニークピース）」1968年頃 リサ・ラーソン蔵　②リサ・ラーソン「旧市街」製造1963-1978年／個人蔵　③リサ・ラーソン「金のヒレを持つサカナ（ユニークピース）」1990年 リサ・ラーソン蔵
④リサ・ラーソン「エンマ／ＡＢＣ少女シリーズ」本モデルは1958-1973年に製造。本作品は1971年に製造 リサ・ラーソン蔵　⑤リサ・ラーソン「トリの器（ユニークピース）」1982年 リサ・ラーソン蔵　ⒸLisa Larson / Alvaro Campo 

リサ・ラーソン展 知られざる創造の世界
‒クラシックな名作とともに

特別展

紫香楽宮跡

甲賀寺跡

シリーズ・やきもの×グルメⅠ
「シェフ イチ推しの、Shigaraki Style」
会期：2024年６月15日（土）－９月１日（日）

●ラッピング列車で信楽へ！
　リサ・ラーソン展のラッピング列車が信楽の緑の中を走ります！
　信楽高原鐵道／貴生川駅（JR貴生川駅）－信楽駅
　●運行期間　2024年1月9日（火）～5月26日（日）
　＊列車時刻など詳しくは信楽高原鐵道（TEL:0748-82-3391）
●レール＆ミュージアム／かわいくてお得な期間限定共通チケット
　●発売開始　2024年2月1日（木）
　●有効期間　2024年2月1日（木）～5月26日（日）
　●価　　格　1,580円  信楽高原鐵道の一日フリー乗車券（当日に限り、何度でも

乗り降り可能）と展覧会の一般入場券のセット。 
販売場所：信楽駅とミュージアムショップ（3月2日より）

　＊信楽高原鐵道フリーパス&展覧会観覧券共通チケットをご利用の入館者、先着
　　30名さまに展覧会ポスターをプレゼント！詳しくは、陶芸の森HPをご覧ください。
●ギャラリートーク〔申込不要・入場券要〕
　●日　　時　2024年3月24日（日）、4月28日（日）、5月12日（日）
　＊各日程とも13時30分から（40分程度）
●ミュージアムショップ／リサ・ラーソングッズが大集合　
　スウェーデンから届いた陶器や雑貨、展覧会限定グッズもお見逃しなく！
●ここでもみられる“陶芸の森”コレクション～北欧の現代陶芸―うつわの造形美展
　●会　　期　2024年3月16日（土）～5月22日（水）
　●会　　場　甲賀市水口歴史民俗資料館

次回
展覧会

北欧スウェーデンで、温かみのある動物や人物をモチーフとした作品デザインで世界中の人々
を魅了する陶芸家リサ・ラーソン。92歳を迎えた現在も、自分のペースで楽しみながら一点物の
作品（ユニークピース）を制作し続けています。
この展覧会は、「Seen and Unseen」をテーマに、おなじみの名作とスウェーデンの旧市街の家
屋をモデルにした作品やガラスなど、これまで紹介されることのなかったリサ・ラーソンの作品
で構成されています。そして、生涯にわたり影響しあったモダニズムの画家で夫のグンナル・
ラーソンの作品を加え、リサ・ラーソンの知られざる創造の世界を紹介します。

〒529-1804 滋賀県甲賀市信楽町勅旨2188-7
TEL：0748-83-0909　FAX：0748-83-1193
Web：https://www.sccp.jp/

会期中の
催し

●陶芸館ギャラリー　［入場無料］
①新・収蔵品の逸品展
　パート１　会期：2024年3月 2日（土）～3月31日（日）
　パート２　会期：2024年4月27日（土）～5月26日（日）
②ヨーロッパの風　結城美栄子の陶芸展
　会期：2024年4月6日（土）～4月21日（日）

陶芸の森へのアクセス

●公共交通機関
・「JR草津駅」より草津線乗り換え「貴生川駅」下車、
信楽高原鐵道乗り換え「信楽駅」下車、徒歩20分（約75分）
・信楽高原鐵道「信楽駅」より甲賀市コミュニティバス
「陶芸の森前」または「陶芸の森（陶芸館前）」下車（約５分）

●自動車
・新名神高速道路 信楽インターから約８分
･駐車場（無料） 普通車約250台 大型バス約10台

関連行事・企画

リサ・ラーソン
1931年スウェーデン・スモーランド地方出身。
スウェーデン・グスタフスベリ磁器工房で
数多くの名作を生み出す。1980年に独立。
2022年には、芸術文化に貢献したことが
評価され、スウェーデン政府よりイリス・
クオルム金賞を受賞。
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